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(3)二次枝梗多 く,一穂粒数は確保 しやすいが,粒
数増加 を意図した追肥は,登熟渉合の低下と品質劣化

につながるので,幼穂形成期の追肥により登熟の向上

をはかる。

(4)い もち病の多発年次や多発生しやすい条件では,

早期発見と的確な防除が必要であり,特に穂いもち病

に留意する。

また,自 葉枯病に弱いので,多発地帯には不適であ

る。イネカラバエの多発年次は,適期防除で対処する。

(5)品質は,粒厚 2麟以上の粒度構成比率が高いは

どよい。他の品種に比 し小粒で,二次枝梗着粒数が多

いため,遅延型冷害年次には,未熟粒が発生 しやすい。

また,好気魚年次には,登熟歩合の向上とともに奇形

粒の発生が多 くなるので,適期刈 と靱摺調製時の玄米

粒選に留意 し,品質の向上につとめる。

4 む   す   び

水稲新品種「 はなひかり」は,早生で強稗,耐冷性

に強 く,良質多収で食味がよく,機械化に適している

ことから,「 さわにしきJの 代替品種として,適地は,

いもち病,自 葉枯病の多発地帯を除 く平坦および中山

間地帯に普及され,その成果が期待される。

なお,「 はなひかり」の命名の出来は,育成地のあ

る尾花沢の花 (は な )と光 り(ひ かり)輝 く意味を合

めたもので,「 はなひかり」と命名された。

移植法の相違が原種生産に及ぼす影響について

工 藤 哲 夫・田名部嘉― ・有馬喜代史

(青森県晨秦試験場 )

1ま え が き

機械移植の増加にともない種子の需要が増加し,採

種圃場の面積の拡大が必要 となり,更に労力不足によ

り,採種技術及び管理の合理的,能率的な運営が要求

されるようになってきた。原種生産においても機械移

植が提唱されているが,従来優良種子生産の原則とき

れている手植による 1本植栽培 と,機械移植による数

本植栽培を比較 し,各移植法の違いによる興品種抜取

りの難易の程度と,その生産籾の種子としての能力を

知るため,昭和 48年 , 49年の 2カ 年試験をおこなっ

たのでその結果を報告する。

2試 験 方 法

1 苗代様式  大型 トンネル式畑苗代
2 播種期及び移植期

年次 苗  別 機 種 期 播 種 量 移 植 期

昭48
成  苗 4月 10日 90″7 5月 20日

稚  苗 4月 20日 200′/7 5月 20日

聟349
成  苗 4月 1ア 日 90夕〃 5月 1フ 日

稚  苗 4月 25日 200 ?/# 5月 17日

3 移植方法

威苗手植 1本植,成苗手植 2～ 3本植

稚苗機械移植数本植

4 供試品種
レイメイ,ム ツホナ ミ,むつあさひ,ム ツニ

ツキ

5 施1じ量 (法 )
全量基肥, NPK各 成分とも08切/a

6 試  験  結  果

生吉,収量調査結果を第 1表に示す。

出穂期は,成苗手植による2～ 5本植が最も早 く,

次いで成苗手植 1本植,稚苗の願 となり,成熟期も同

様の傾向を示 している。稗長は品種により順序が違っ

ているが,穂長については稚苗数本植が最1短 く,成

苗手植 2～ 3本植,威苗手植 1本植の順に長 くなって

いる。ノ当 り穂数では穂数のとれやすいむつあさひ,

ムツニツキでは稚吉が最も多 く,成苗 2～ 5本植,成

吉 1本植の順に少なくなっているが,穂重型品種であ

るレイメイ,ム ツホナ ミでは,定ではない。 a当 り収

量についてみると,各品種 とも移植法によう収量の違

いは精口重,玄米重とも一定の傾向はみとめられない。

品種ごとにみると,ム ツニツキが各区とも他の品種よ

り収量が多 く,む つあきひ,ム ツホナミ, レイメイの

順に収量が多 くなっており,穂数の多い品種が各区と

も増収 している。精籾千粒重では,各区と｀ムツホナ

ミが最も重 く, レイメイ,む つあきひ,ム ツニシキの
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第 表  生 育 ,収 量 調 査 結 果

品種名 移 植 法
出穂期

(月・日)

麟 斑

C月 日)

成 熟 期  の
a当り

精例重

(λ夕)

同 左

標準比

a当り 籾
登熟渉合 (比重106)

稗 長

@)
穂 長

C● )

穂  数 1次

枝 梗

2次

校 梗
`+
2次コ 溜 り (的 ) (′ )

レイメイ

成 苗 1本 植

成苗 2～5本植

稚 苗 数 本 植

88

8  4

8  7

,23

220

,22

フ

`
フ2

70

1'5

182

170

149

147

lζ 5

1192

1,176

1,080

680

632

`48

(100)

92

95

547

515

528

28 6

2Zフ

280

958

952

9`8

858

828

908

914

917

941

ムツ

ホナヾ

成 苗 1本 植

成苗 2～3本植

稚 苗 数 本 植

8  6

84

8  8

220

219

,25

75

72

73

180

174

168

141

153

159

1.128

1,224

1,272

6,6

6z8

708

(100)

,フ

101

5`4

544

575

284

285

288

,58

958

964

925

9ζ

`
,20

948

948

943

むつ

あきひ

威 苗 イ本 植

成苗 2～5本植

稚 苗数 本 植

88

8  5

811

,2,

220

9る

81

82

80

171

165

158

1`4

,ス 4

189

1,312

1.392

1.512

700

740

719

(100)

106

103

577

604

590

2`8

271

225

966

94,

9`6

9o5

,13

857

957

9ζ 2

914

ムツ

ニツキ

成 苗 1本 植

成苗 2～ 3本植

稚 苗 数 本 植

88

8 6

8 12

225

,23

,20

181

lZ`

|ア 5

164

177

214

1,312

1.416

1,712

フ65

7,2

764

(100)

103

99

601

616

585

268

25'

2Z l

,32

9o5

920

76フ

ア87

658

852

852

7'9

順に軽 くなっているが,移植法による傾向はみられな
い。登熟歩合は, レイメイ,ム ツホナミ,む つあさひ

の 3品種は各区とも
'0～
95%で ,ム ツニシキは80～

85%と ,0,低下 しているが,こ れは倒伏により登熟
が阻害されたためと思われる。枝梗 81に みると,各品

種 とも
'次
枝梗は 90～ 95¢ 以上の高い登熟歩合 を示

しているが, 2次枝梗の登熟歩合 をみると,ム ツニシ

キが極めて低くなってお り,次いでレイメイ,む つあ

さひの順で,ム ツホナヽは各移植法 とも,0%以 上の
高い値を示 している。

第 2表  濃度別粒数歩合

品 種名 移 植 法
重比

1 10 145

レィメイ

成 苗 1本 植
成苗 2～3本植

稚 苗 数 本 植

953
9,5

9`0

'29,37
,39

953

,24

'30

8Z0
898
852

805

787
842

644
648

719

ムツ

ホナミ

成 苗 1本 植
成苗 2～3本植

稚 苗 数 本 植

957

,こ 1

9`3

945
,50

957

,44
955

952

,こ 0

,42

937

847
830

875

フ26
745

759

わ
あさひ

成 苗 1本 植
成薔 2～5本植
稚 苗 数 本 植

957
9`2
956

,48

95,

929

942
,4ア

92フ

925
,こ フ

911

876
8,5
848

85`

フ90
80,

ム ツ

ニツキ

成 苗 1本 植
成苗 2～ 3本植

稚 苗 数 本 植

8'8
837
845

フ

851

80,

8`9
858

012

831

800
740

ア54

706
ア00

`87605
582

これらの籾を第 2表に示すような 6段階に塩水による

比重選をおこなった。レイメイ,ム ツホナミは,各移

植法も同じような傾向を示 したが,む つあさひ,ム ツ

ニシキでは,成苗
'本
植, 2～ 3本植が同じような傾

向であるが,稚苗区がやや低い値を示 している。また ,

比重 115以上の粒数歩合はむつあさひが最 も高 く,ム

ツホナミ, レイメイ,ム ツニシキの順序で低 くなって

いる。これらの籾の発芽試験の結果,い ずれの比重選

の籾も発芽歩合の差は認められなかった。

第 1図 及び第 2図 には,圃場における異品種抜取 り

において,問題 となる稗長及び穂長の変興が各移植法

によってどのように現れるかを調査 した結果を示した。

第 1図 では各株の最長稗の全長 (禅長+穂長 )の変異

を調査 した結果を示 した。ムツニッキは各移植法 とも

変異の幅は同 じような傾向を示すが, レイメイ,ム ツ

ホナミ,む つあさひでは変果の中心が成苗手植 2～ 3

本植が最 も短い位置にあり,稚苗数本llE,成 苗手植 1

本植の版に長 くなる傾向にある。全長の変異の幅は ,

08り/a程度の少1巴栽培においては,各移植法とも
大きな差は認められないようである。第 2図 では株内

の全まについて全長の変果を調査 した結果である。こ

れによると,ム ツニシキを除いた 3品種は移植法によ
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オヘ

品ロムッホナミ

品組ムッニシキ

品種レイメイ

=議
喜義撃辞植

品種ムツホナミ

品種ムッニシキ

| | | | | | | |
65  70  75  30  35  90  95  100

全  長

第 1図  最 長 禅 全 長 の 変 果

る変異は似たような傾向を示 し,成苗手植 1本植の変

異の中心がやや長い位置にあり,稚苗数本植,威苗 2

～ 5本植は似た傾向を示す。ムツニツキは各移植法と

も同じ変興を示すようである。

4 ま   と   め

成苗手植 1本植による従来の原種生産 を,機械によ

る稚苗数本植栽培に代えるにあたって,次のようなこ

とがわかった。

1 出穂及び成熟期が, 2～ 3日程度遅れるが,登

全  長

第 2図  株内における全長の変具

熟歩合,粗千粒重,穂数に問題はなく,取量的に同等
のものが得られた。

2 発芽に及ぼす影響は認められない。
3 株間,株内の穂揃にも大きな差はないが, 1株
数本植であるため,異品種の抜取 りにあたって見落 し
のないよう抜取 り回数を増すようにする必要があると

思われる。

4 移植本数を減 らし,見落 しの危険を減らすため,
中苗の導入の検討をすすめる必要がある。

4葉 苗 育 苗 に お け る 播 種 量
鎌 田 易 尾 。伊 藤 俊 一 。神谷清之進

(秋田県農業試験場 )

1ま え が き

水稲機械移llg栽培における中成苗箱育苗は,ま ず極

端な厚播きなどの制約された条件の中で必要な葉数 を

確保 しなければならず,そ れだけに,よ り苗素質の優

れた苗が要求される。次に現段階での播種機並びに田

植機からすると,播種の均一性,移植時の欠株発生な

どの植付精度,育苗資材の節約などから,「 うナ橋き」
よりは,む しろ「厚播き」がより有利な状況にある。
したがって,機械移植栽培における箱育吉の実用的な

播種量を決定する条件は,こ れらの苗素質 と播種,植
付精度,資材の関係から求められるものと思われる。


